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「DX：デジタルトランスフォーメーション」

表題 サイバーセキュリティの確保と業務効率化を両立する大学運営体制の確立

サイバーセキュリティの脅威が増す中で、セキュリティの
確保と業務改善の在り方を根本的に見直し、ＤＸ推進に取
り組んでいます。
コミュニケーションとデータを分離し、データを中心とし
た業務フローを確立することで、より安全性の確保された
環境で業務改善を目指しています。国立大学初の
Slack/Boxの全学導入を行い、現在、約3500名の全教職員
を対象として利用を開始しています。導入前後で、事務局
同士の送信メール件数は、１か月で４万通以上減少しまし
た。

セキュリティインシデントの際には、CERTが対応します。
セキュリティ機器の運用、セキュリティセミナーの実施、標的型メール対応訓練、大学独自のファイル
共有システムの開発・運用など、専門家が幅広い業務を行っています。

Slack/Boxの活用支援には、25名の
事務職員（有志）がプロジェクト
チームとして参画しています。
マニュアル作成などの利用支援、大
学構成員の意見の吸い上げ、業務改
善に向けた勉強会の開催などの活動
を通じてデジタルマインドを持った
職員が徐々に育成されつつあります。
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